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Abstract:

昨今，ビジネスにおいてビッグデータを活用する取り組みが広く行われている. 一方で, データ活用のためには相応のデータ基盤
が必要になるため, 人材やノウハウの無い企業においてはデータ活用が遅れている. この現状に対し, 企業にデータ活用プラット
フォームを提供するサービスが生まれている. 我々は,このようなサービスの 1つである,Databricksについて調査し,AICの講習
会を行うことを目的に活動している. 本ポスターではこれまで我々が行ってきた調査内容についての発表を行う.
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1. 研究背景・目的
2022 年度の AIC 新設のプロジェクトとして, 新しい

AI/Data Science PlatformであるDatabricksの調査・評価
プロジェクトが 2022 年 6 月からスタートした. Databricks

とはデータの収集・蓄積から分析・機械学習モデル開発並び
に運用を一気通貫・効率的かつ安価に行うことができるオー
プンソースの統合プラットフォー ム[1] である. 今回の調査
対象である Databricks を提供する Datbricks 社はデータと
AIの民主化を掲げ,機械学習等のデータ活用を大企業以外に
も活用できるようにノウハウを持たない企業におけるデータ
活用を推進している. Databricksは Gartnerの 2022年「ク
ラウドデータベース管理システム（CDBMS）部門のマジッ
ク・クアドラント」において,2 年連続でリーダーの 1 社 [2]

として位置付け今後の De Fact Standard化が期待されてい
る. そんな Databricksについて学生視点から分析を行い,慶
應義塾大学内での活用可能性や Databricks を学ぶことの意
義を評価することが本プロジェクトの目的である.

2. 方法
本プロジェクト実施にあたり実際に Databricks が活用さ
れている企業の中で一番使われていること,Databricks 社が
2022年 8月に実施した Datbricks Hands On にて使用され
ていたことなどから Databricks On AWSを使用した.

調査方法は主に以下の手順によって実施した.

1. Databricks社の提供する Hands On への参加
2. Databricks 社が提供する学習コンテンツ Databricks

Learningを用いた学習の実施
3. Databricksを用いたオープンデータ分析
4. 他の類似サービスとの比較・優位性の調査

以上の手順により Databricks の学習コスト, 他のプラット
フォームとの比較したデータ分析のしやすさを評価した.

3. Databricksについて
3.1 レイクハウスとは
Databricks では新たなデータ活用プラットフォームの形
としてレイクハウスを提案している. レイクハウスとはデー
タウェアハウスとデータレイクそれぞれの利点を組み合わせ

たアーキテクチャである. データウェアハウスは画像や音声
などの非構造化データの格納には適しておらず, データレイ
クはトランザクション・データ品質の保証等に適していない
という課題があった. データウェアハウスと同様のデータ構
造とデータ管理能力を搭載している他, データレイクの低コ
ストなストレージへの直接アクセスという特性をデータレイ
クは実現している. 構造化データは勿論,非構造化データ等の
さまざまなデータタイプが格納できるほか, トランザクショ
ンや BI,様々な言語が同一のノートブックで使用できるなど
他のプラットフォームと比較した優位性ではおおいな優位性
があるといえる.

3.2 主要機能

3.2.1 Data Science & Engineering

Data Science & Engineering はデータの取得・加工を目
的とした Apache Sparkに基づくデータ分析プラットフォー
ム. 非エンジニア人材のデータ利用の促進が可能など, 社
内のさまざまな人材間のデータコラボレーションが可能な
プラットフォームである. Jupyter Notebook 等と似てお
り,Databricks を初めて使用するユーザーであっても親和性
の高いデザインであることが魅力的. さまざまな OSS から
構成されており, 特に Spark Core API が導入されているこ
とで R,SQL,Python,Scala,Java を宣言一つで切り替えられ
る. 各ファイルは Notebook と呼ばれ, この Notebook 単位
でジョブを定義でき, 定期実行やパイプラインの作成が GUI

からも容易に設定が可能. 各ノートブックは Apache Spark

クラスターにより運用され,GPU・CPU性能のスケールアッ
プ/スケールダウンが容易にでき,その設定も共有できる.

3.2.2 Databricks SQL

Databricks SQL は,ETL, 分析, ダッシュボードの作成を
行うための一連のツールが用意されているコンポーネントで
ある. BIツールと直結したデータウェアハウスでのダッシュ
ボードが作成可能のため, ダッシュボード反映までのスピー
ドが早い点が魅力. 直感的なダッシュボード構築は非エンジ
ニア人材への配慮が多くなされている. クラスターと同様に
SQL ウェアハウスと呼ばれる実行環境が用意されており,ク
ラスター同様に必要度に応じてスケールアップ/スケールダ
ウンを容易に実現可能である.
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3.2.3 Databricks Machine Learning

Databricks Machine Learning とは機械学習のモデル作
成においてそのトレーニングの過程の追跡や管理を行うため
の機械学習プラットフォームである. 主に先述の Data Sci-

ence & Engineering の Notebook を用いてデータ加工, 学
習を行うおこなう.機械学習モデルの作成のため,Databricks

Macine Learningではモデルの自動作成のための Auto ML,

ハイパーパラメーターチューニングを行うためのモデルのト
レーニング状況を追跡を行う ML Flow を用いた実験 (Ex-

periment)機能,モデルの共有・管理・提供のためのモデルレ
ジストリがこのコンポーネントでは提供されており, 自前の
環境では環境構築の難易度が高い機械学習向けインフラを容
易に使用できるエンドツーエンドのプラットフォームである.

4. 調査結果
4.1 Databricksの強み
前節までの調査をもとに Databricksの強みをまとめる.

第一にデータ活用に必要な機能が一通り揃っている環境を
ブラウザ上で容易に使用できる点である. Datbricks を用い
れば先述の諸機能を利用してデータ収集からMLモデル運用
までを一気通貫で行うことが可能である. また,GUI で容易
に操作が可能な UI設計がされており,機能間での連携に詳し
い知識がいらない点も魅力的.

第二にコスト面である.Databricks は OSS であるため,

個々の機能の分析基盤の維持管理が不要である. 従って,大き
く事業者にのしかかるメンテナンスコストの削減が見込める.

また,クラウドインフラのリソース (コスト) 管理が容易であ
り, オンプレミスで環境を用意する場合と比較して事業の成
長度合いやプロジェクトの進捗により規模のサイズ調節が容
易に変更できることは大きな魅力だ.

第三に非エンジニアでも使える UI設計である.非エンジニ
アが利用することを想定した UI設計がされており,チームで
の利用にとても親和性が高いプラットフォームと言える. 煩
雑なクラスターの設定など低レイヤの技術が隠蔽されている
ことで初心者や非エンジニアにとっても利用しやく、直感的
に使用可能な UIにより学習コストも削減できる.

4.2 大学内での使用可能性評価
前述の内容より学生にとって Databricks がオーバース
ペックであることは否めない.一方で,本プロジェクトではア
カデミアで Databricks は無価値とは考えていない. 慶應義
塾大学におけるユースケースを考察すると学生の個人利用と
授業や研究活動の主に二分されると考える. 第一に, 学生の
Databricks の個人利用において純粋にデータ解析のみを行
いたい学生には有用なツールと言える. Databricksには先述
の通り多様な OSS によりデータ分析における様々な機能が
格納されている.Databricks をデータ分析のプラットフォー
ムとして利用するもよし,参考に OSSへの知見を深めるのも
よし,各種技術の学習きっかけにもなり得るツールである. 授

業や研究活動においてデータ解析を手段として用いるような
研究や授業で有用であると言える. もちろん情報系の研究室
でデータ解析自体を研究対象としている研究室であればオン
プレミスの開発環境を所持していることが多く必要性は薄い.

一方で機械学習を用いて別の分野の研究を行う研究室やプロ
ジェクトではおおいな優位性がある.Databricks の活用で環
境構築・維持にかかる負荷の低減が実現できる.その時間の削
減により新たな発展が生まれることを期待する.

5. 今後の展開
本プロジェクトを通じて Databricks の慶應義塾大学にお
ける利用可能性が高いことが評価できた. 様々な職種, 非エ
ンジニアでも使いやすい Databricks というプラットフォー
ムを利用して学習を進めることで, 同様の内容を環境構築を
含めて行なった場合と比較してデータ分析に挑戦することへ
の抵抗がなくなる可能性が期待できる. また, すでにデータ
分析等を既存のツールを使用しているエンジニアの学生に対
しても手軽にデータ活用する方法を紹介し,将来の De Facto

Standardとなり得るDatabricksの学習を行うことは将来役
立つ経験となることは確かだろう. そして,OSS ベースで構
築される ML インフラの全体像を掴むことで,データ分析基
盤の全体像を知ることができ, 現代社会で盛んに利用されて
いるOSSという方式によるアプリケーション開発・活用の実
態を知り,背後で稼動する OSS の挙動を考えながらシステム
を触るきっかけとしたい. 以上のような理由から Databricks

を用いたハンズオンを中心として,Git, SQL 等の関連技能の
講習を含めた講習会をの実施を 2023年春に企画している.

6. 結論
本プロジェクトにより Databricks の有用性を評価するこ
とができた. ビジネス文脈で使用される機能を多く備えた
ツールであるという側面は理解した上で, 機械学習を使用す
ることを目的として研究や学習用途で学生が使う有用性は
大いに認められるだろう.AIC Databricks プロジェクトと
して Databricks の慶應義塾大学における普及・De Falcto

Standard 化を促進するため,Databricks に関する授業提供
を実施する. 学生に機械学習が容易に活用できるという選択
肢を提示することにより今後の慶應義塾大学での研究・学習
における機械学習の活用が促進されることで未来の研究にポ
ジティブに寄与してゆきたい.
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